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  （百万円未満切捨て）

１．2019年10月期第２四半期の連結業績（2018年11月１日～2019年４月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年10月期第２四半期 2,010 △19.1 394 5.1 365 4.5 235 1.9 

2018年10月期第２四半期 2,483 7.1 374 5.6 349 5.2 231 7.8 
 
（注）包括利益 2019年10月期第２四半期 235 百万円 （1.8％）   2018年10月期第２四半期 231 百万円 （7.8％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2019年10月期第２四半期 74.07 － 

2018年10月期第２四半期 72.70 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2019年10月期第２四半期 11,363 3,295 29.0 

2018年10月期 10,745 3,113 29.0 
 
（参考）自己資本 2019年10月期第２四半期 3,295 百万円   2018年10月期 3,113 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2018年10月期 － 13.00 － 17.00 30.00 

2019年10月期 － 14.00      

2019年10月期（予想）     － 11.00 25.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．2019年10月期の連結業績予想（2018年11月１日～2019年10月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 3,710 △11.6 461 △25.4 400 △29.2 261 △30.8 82.24 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規   －  社  （社名）                        、除外 － 社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料９ページ「（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特
有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年10月期２Ｑ 3,181,000 株 2018年10月期 3,181,000 株 

②  期末自己株式数 2019年10月期２Ｑ 146 株 2018年10月期 146 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2019年10月期２Ｑ 3,180,854 株 2018年10月期２Ｑ 3,180,896 株 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ

「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

 

 （日付の表示変更について） 

  第１四半期連結会計期間より、日付の表示を和暦から西暦に変更しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業業績や雇用環境の改善が続き、緩やかな回復を続けてお

ります。一方、米中間の通商問題をはじめ世界経済の不確実性が懸念される状況にあります。

 当社グループが属する不動産業界におきましては、建物調達コストの高騰や一部金融機関の融資姿勢の厳格化等

懸念される材料はあるものの、好調な企業業績を背景に総じて堅調に推移しております。

 このような状況の下、当社グループは、不動産管理運営事業で安定収益を確保する一方、都心部の利便性の高い

立地にフォーカスした賃貸物件の企画開発に注力し優良な保有物件を増加させてまいりました。また、保有する物

件の一部を販売致しました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績として、売上高は2,010,351千円（前年同期：2,483,797千円、

前年同期比：19.1％減）、営業利益は394,021千円（前年同期：374,837千円、前年同期比：5.1％増）、経常利益

は365,062千円（前年同期：349,415千円、前年同期比：4.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は235,600

千円（前年同期：231,256千円、前年同期比：1.9％増）となりました。 

 

 セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

 

＜不動産管理運営事業＞

 当セグメントにおきましては、サブリース及び社有物件の運営、管理受託物件のサービス提供にあたり、品質の

向上を主眼にグループ一丸となり取り組んでまいりました。この結果、不動産管理運営事業の売上高は1,412,956

千円（前年同期：1,399,067千円、前年同期比：1.0％増）、セグメント利益は237,901千円（前年同期：250,805千

円、前年同期比：5.1％減）となりました。

 

＜不動産開発販売事業＞

 当セグメントにおきましては、介護付有料老人ホーム１棟他を販売致しました。この結果、不動産開発販売事業

の売上高は541,897千円（前年同期：1,047,303千円、前年同期比：48.3％減）、セグメント利益は221,722千円

（前年同期：190,950千円、前年同期比：16.1％増）となりました。 

 

＜不動産仲介コンサル事業＞

 当セグメントにおきましては、効果的かつ効率的な運営を目指し取り組んでまいりました。この結果、不動産仲

介コンサル事業の売上高は55,498千円（前年同期：51,315千円、前年同期比：8.2％増）、セグメント利益は

11,801千円（前年同期：6,901千円、前年同期比：71.0％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の分析 

（資産の状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は11,363,908千円となり、前連結会計年度末に比べ618,518千円増

加しました。これは主として、新たに開発用地を取得したこと等により販売用不動産が805,312千円増加したこと

によるものであります。 

（負債の状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は8,068,865千円となり、前連結会計年度末に比べ436,924千円増

加しました。これは主として、長期借入金の増加465,762千円であります。 

（純資産の状況） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は3,295,042千円となり、前連結会計年度末に比べ181,594千円増加

しました。これは主として、利益剰余金の増加181,526千円であります。これらの結果、自己資本比率は29.0％と

なりました。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末から

82,900千円増加し1,618,512千円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況

と変動の要因は以下のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、当第２四半期連結累計期間で増加した資金は88,978千円（前年同期：380,177千円の増加）と

なりました。これは主に税金等調整前四半期純利益により365,062千円資金が増加した一方、たな卸資産の増加に

より221,196千円資金が減少したこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、当第２四半期連結累計期間で減少した資金は401,854千円（前年同期：360,149千円の減少）と

なりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出384,585千円があったことによるものであります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、当第２四半期連結累計期間で増加した資金は395,776千円（前年同期：495,935千円の増加）と

なりました。これは長期借入れによる収入により814,200千円資金が増加した一方、長期借入金の返済による支出

491,661千円及び配当金の支払額53,997千円があったこと等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2019年10月期の業績につきましては、2018年12月７日発表の予想値に現在のところ変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年10月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年４月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,585,611 1,668,512 

営業未収入金 71,322 44,538 

販売用不動産 3,189,509 3,994,822 

仕掛販売用不動産 1,122,578 697,851 

その他 25,260 34,048 

貸倒引当金 △973 △1,104 

流動資産合計 5,993,309 6,438,668 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,052,480 2,043,187 

土地 2,244,523 2,360,598 

建設仮勘定 132,198 196,307 

その他（純額） 38,755 34,401 

有形固定資産合計 4,467,957 4,634,495 

無形固定資産 8,041 7,006 

投資その他の資産 276,080 283,737 

固定資産合計 4,752,079 4,925,239 

資産合計 10,745,389 11,363,908 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 68,992 50,126 

短期借入金 111,000 154,736 

1年内返済予定の長期借入金 654,562 594,838 

未払法人税等 104,269 131,730 

賞与引当金 10,000 11,500 

その他 200,190 184,537 

流動負債合計 1,149,015 1,127,467 

固定負債    

長期借入金 6,078,745 6,544,508 

その他 404,180 396,889 

固定負債合計 6,482,926 6,941,397 

負債合計 7,631,941 8,068,865 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年10月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年４月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 167,208 167,208 

資本剰余金 66,058 66,058 

利益剰余金 2,877,607 3,059,133 

自己株式 △117 △117 

株主資本合計 3,110,757 3,292,283 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,690 2,759 

その他の包括利益累計額合計 2,690 2,759 

純資産合計 3,113,448 3,295,042 

負債純資産合計 10,745,389 11,363,908 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年11月１日 
 至 2018年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年11月１日 

 至 2019年４月30日) 

売上高 2,483,797 2,010,351 

売上原価 1,806,748 1,298,697 

売上総利益 677,049 711,653 

販売費及び一般管理費 302,211 317,631 

営業利益 374,837 394,021 

営業外収益    

受取利息 9 22 

貸倒引当金戻入額 358 － 

その他 544 648 

営業外収益合計 913 671 

営業外費用    

支払利息 24,891 28,586 

その他 1,444 1,044 

営業外費用合計 26,335 29,630 

経常利益 349,415 365,062 

特別利益    

固定資産売却益 1,278 － 

特別利益合計 1,278 － 

税金等調整前四半期純利益 350,693 365,062 

法人税等 119,437 129,461 

四半期純利益 231,256 235,600 

親会社株主に帰属する四半期純利益 231,256 235,600 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年11月１日 
 至 2018年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年11月１日 

 至 2019年４月30日) 

四半期純利益 231,256 235,600 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 315 68 

その他の包括利益合計 315 68 

四半期包括利益 231,571 235,668 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 231,571 235,668 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年11月１日 
 至 2018年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年11月１日 

 至 2019年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 350,693 365,062 

減価償却費 62,778 68,694 

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,000 1,500 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,484 131 

受取利息及び受取配当金 △317 △22 

支払利息 24,891 28,586 

固定資産売却損益（△は益） △1,278 － 

営業債権の増減額（△は増加） 643 24,904 

たな卸資産の増減額（△は増加） 64,544 △221,196 

営業債務の増減額（△は減少） 46,153 △18,866 

前受金の増減額（△は減少） △53,673 △14,964 

未払消費税等の増減額（△は減少） 7,266 11,980 

その他 △14,790 △24,776 

小計 484,427 221,032 

利息及び配当金の受取額 9 22 

利息の支払額 △25,317 △29,046 

法人税等の支払額 △78,942 △103,029 

営業活動によるキャッシュ・フロー 380,177 88,978 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △348,955 △384,585 

無形固定資産の取得による支出 △2,190 － 

敷金及び保証金の差入による支出 △32 △473 

敷金及び保証金の回収による収入 1,630 2,400 

その他 △10,601 △19,195 

投資活動によるキャッシュ・フロー △360,149 △401,854 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 74,800 127,236 

長期借入れによる収入 843,730 814,200 

長期借入金の返済による支出 △378,004 △491,661 

自己株式の取得による支出 △67 － 

配当金の支払額 △44,522 △53,997 

財務活動によるキャッシュ・フロー 495,935 395,776 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 515,963 82,900 

現金及び現金同等物の期首残高 1,114,009 1,535,611 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,629,973 1,618,512 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、見積

実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自2017年11月１日 至2018年４月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注)２ 
 

不動産管理

運営事業 

不動産開発

販売事業 

不動産仲介

コンサル事

業 

売上高            

(1）外部顧客への売上高 1,385,178 1,047,303 51,315 2,483,797 － 2,483,797 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
13,888 － － 13,888 △13,888 － 

計 1,399,067 1,047,303 51,315 2,497,686 △13,888 2,483,797 

セグメント利益 250,805 190,950 6,901 448,657 △73,819 374,837 

（注）１ セグメント利益の調整額△73,819千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用は主に

親会社本社の管理部門に係る費用です。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自2018年11月１日 至2019年４月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注)１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注)２ 
 

不動産管理

運営事業 

不動産開発

販売事業 

不動産仲介

コンサル事

業 

売上高            

(1）外部顧客への売上高 1,412,956 541,897 55,498 2,010,351 － 2,010,351 

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － 

計 1,412,956 541,897 55,498 2,010,351 － 2,010,351 

セグメント利益 237,901 221,722 11,801 471,425 △77,404 394,021 

（注）１ セグメント利益の調整額△77,404千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用です。全社費用は主に

親会社本社の管理部門に係る費用です。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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